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12
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
３
日

間
、
角
館
キ
ッ
ズ
学
び
ぃ
教
室
が
総

合
情
報
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
内

外
の
小
中
学
校
の
生
徒
１
０
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
20
回
目
の
こ
の
教
室
は
、

「
楽
し
い
学
習
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
の
会

（
菅
原
正
五
郎
会
長
）」
が
子
ど
も
た

ち
の
自
学
自
習
を
支
援
し
よ
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
、
退
職
し
た
先
生
や

高
校
生
な
ど
が
「
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
」

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
指
導

に
あ
た
り
ま
し
た
。

角
館
キ
ッ
ズ
学
び
ぃ
教
室

長
期
休
み
の
学
習
リ
ズ
ム
作
り
に
一
役

秋
田
を
舞
台
に
し
た
韓
国
ド
ラ
マ
「
ア
イ
リ
ス
」
秋
田
ロ
ケ
記
念

ア
イ
リ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
オ
ー
プ
ン

　

韓
国
ド
ラ
マ
「
ア
イ
リ
ス
」
の

秋
田
ロ
ケ
を
記
念
し
た
ア
イ
リ
ス

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
、
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅

と
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
銀
嶺
ハ
ウ
ス

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

一
般
公
開
に
先
立
ち
、
12
月
22
日

に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
に
は
、
チ
ョ
ン
・
テ
ウ
ォ
ン
氏

（
ア
イ
リ
ス
制
作
会
社
代
表
）
や
キ

ム
・
ヨ
ン
チ
ョ
ル
氏
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
局
長

ペ
ク
・
サ
ン
役
）
が
出
席
し
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
開
館
を
祝
い
ま
し
た
。

《
施
設
概
要
》

①
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅

展
示
物
：
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ス
タ
ー
、

ロ
ケ
風
景
等
パ
ネ
ル
、
Ｎ
Ｓ
Ｓ
秋
田

支
部
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
映
像
室
、
ロ

ケ
に
ち
な
ん
だ
グ
ッ
ズ　

な
ど

開
館
時
間
：
９
時
30
分
～
16
時
30
分

②
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
銀
嶺
ハ
ウ
ス

展
示
物
：
山
小
屋
ロ
ケ
セ
ッ
ト
の
一

部
再
現
、
ロ
ケ
風
景
等
パ
ネ
ル
、
ロ

ケ
で
使
用
し
た
グ
ッ
ズ　

な
ど

開
館
時
間
：
ス
キ
ー
場
の
営
業
時
間

ミュージアム入り口でのチョン・テウォン氏（前列
右から２人目）、キム・ヨンチョル氏（前列中央）

仙
北
市
事
業
所
視
察
会

就
職
希
望
の
高
校
２
年
生
が
参
加

　

12
月
26
日
、
市
内
の
高
校
２
年
生

を
対
象
と
し
た
事
業
所
視
察
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
会
は
、
就
職
を
希
望
す

る
生
徒
に
市
内
事
業
所
へ
の
関
心
を

深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
元
就

職
や
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
仙
北
市
企
業
等
連
絡
協
議
会

（
安
藤
大
輔
会
長
）
が
行
っ
た
も
の

で
、
角
館
高
校
、
角
館
南
高
校
の
両

校
か
ら
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
視
察
に
先
立
ち
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
角
館
の
茂
木
所
長
か
ら
就
職

活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
後
、

食
品
や
縫
製
と
い
っ
た
製
造
業
、
介

護
施
設
な
ど
４
事
業
所
を
訪
問
。
担

当
者
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ハローワークで求人検索システムの
使い方を教わる生徒たち

　

１
月
６
日
、
角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
草
彅
芳
春
会
長
）
か
ら
角
館

小
学
校
（
佐
藤
康
裕
校
長
）
に
「
展

示
用
パ
ネ
ル
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
校
長
は
「
間
仕
切
り
や
展
示

に
使
用
で
き
る
の
で
あ
り
が
た
い
。

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

角
館
小
に
パ
ネ
ル
寄
贈

　

１
月
６
日
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

で
仙
北
市
新
春
書
き
初
め
大
会
が
開

催
さ
れ
、
市
内
の
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
げ
ん
き
」「
希
望
の
年
」
な
ど
各

学
年
ご
と
に
課
題
が
定
め
ら
れ
、
参

加
者
は
一
字
ご
と
に
新
年
の
思
い
を

込
め
、
筆
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

金
賞
（
敬
称
略
）　

太
田
円
（
白
岩

小
１
）、
木
村
虎
太
郎
、
山
口
隆
真

（
以
上
角
館
小
２
）、佐
々
木
美
祐
（
中

川
小
２
）、
久
保
田
ひ
か
る
（
生
保

内
小
３
）、
石
川
大
雅
（
神
代
小
３
）、

高
橋
匠
一
（
中
川
小
３
）、
千
葉
由

希
（
神
代
小
４
）、
蓮
沼
千
怜
（
角

館
小
４
）、
藤
原
瑠
南
（
中
川
小
４
）、

布
谷
那
奈
（
神
代
小
５
）、
戸
澤
彩

（
角
館
小
５
）、
佐
々
木
茉
祐
（
中
川

小
５
）、
小
野
凌
華
（
生
保
内
小
６
）、

藤
原
夏
菜
（
神
代
中
２
）、後
藤
夏
希
、

進
藤
里
香
子
、
高
橋
真
奈
、
佐
々
木

澪
花
、
渡
部
仁
美
（
以
上
角
館
南
高
）

新
年
の
思
い
を
の
せ
て
筆
運
ぶ

第
７
回
仙
北
市
新
春
書
き
初
め
大
会

　

こ
の
度
、
田
沢
湖
地
域
審
議
会
、

角
館
地
域
審
議
会
、
西
木
地
域
審
議

会
か
ら
「
地
域
防
災
の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
、
答
申
書
が
門
脇
市
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
れ
は
、
近
年
、
自
然
災
害
が
多

発
す
る
中
、
市
民
と
行
政
が
役
割
を

明
確
に
し
な
が
ら
互
い
に
協
力
し
て

防
災
に
取
り
組
も
う
と
、
市
が
各
地

域
審
議
会
に
諮
問
し
た
も
の
。
各
地

域
審
議
会
で
は
、
高
齢
者
対
策
、
情

報
伝
達
対
策
、
自
主
防
災
組
織
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、
合
同
地
域
審
議
会

等
を
通
じ
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。 

　

受
け
取
っ
た
門
脇
市
長
は
「
こ
の

答
申
書
の
貴
重
な
意
見
を
活
か
し
、

災
害
に
強
い
市
と
な
る
よ
う
努
力
す

る
」
と
各
地
域
審
議
会
へ
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

市
内
三
地
域
審
議
会

地
域
防
災
の
在
り
方
に
つ
い
て
答
申
書

　

１
月
８
日
、
須
田
君
代
さ
ん
が
白

寿
を
迎
え
、
市
か
ら
お
祝
い
と
花
束

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
寿
の
お
祝
い
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